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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期
第２四半期
連結累計期間

第42期
第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 8,170,291 8,922,304 16,448,403

経常損失（千円） △509,172 △287,701 △786,423

四半期（当期）純損失（千円） △325,628 △236,529 △735,686

四半期包括利益又は包括利益（千円） 　△437,549　 △321,246　 △1,012,818

純資産額（千円） 8,326,990 7,377,036 7,751,647

総資産額（千円） 14,900,074 15,651,575 14,542,376

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（円）
△48.81 △35.46 △110.28

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 53.8 46.8 52.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△341,340 78,100 △525,146

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△40,435 △5,361 △41,582

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△349,508 △4,124 △82,516

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
5,009,742 5,165,230 5,094,039

　

回次
第41期
第２四半期
連結会計期間

第42期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（円） △40.65 △18.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第41期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社テノックス(E00232)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況であるこ

とに加え、欧州の金融不安や米国経済の先行き懸念による急激な円高および株価下落が進むなど、先行きは不透

明感を増しております。 

　当社グループの主要な事業が属する建設業界におきましても、公共工事の減少が続いていることに加え、民間建

設工事においても住宅着工件数には回復の動きがみられるものの、景気の先行き不透明感から設備投資も低水準

にとどまっており、依然として厳しい状況にありました。

　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、建設事業において

は厳しい受注競争にさらされていることにより、売上高が減少したものの、建設資材販売事業においては大型工

事への資材販売が寄与したことで89億22百万円（前年同期比9.2％増）となりました。

　また、利益につきましては、工事原価を中心とした経費削減を引き続き行っているものの、厳しい受注競争によ

る売上高の減少や受注単価の下落により営業損失は３億26百万円（前年同期は５億15百万円の損失）、経常損失

は２億87百万円（前年同期は５億９百万円の損失）、四半期純損失は２億36百万円（前年同期は３億25百万円の

損失）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。　

①建設事業

　建設事業は、主に大型の民間建築工事が完成したことによりパイル工事が増加したものの、厳しい受注競争によ

る受注単価の下落を受け地盤改良工事が大幅に減少したことなどにより売上高が78億８百万円（前年同期比

3.5％減）となりました。

　また、利益につきましては、工事原価を中心とした経費削減を引き続き行っているものの、厳しい受注競争によ

る売上高の減少や受注単価の下落によりセグメント損失は３億45百万円（前年同期は４億61百万円の損失）と

なりました。

②土木建築コンサルティング全般等事業

　土木建築コンサルティング全般等事業は、主に実験・試験に関する収入が増加したことにより売上高が74百万

円（前年同期比85.6％増）、セグメント損失は38百万円（前年同期は46百万円の損失）となりました。

③建設資材販売事業

　建設資材販売事業は、大型工事への資材販売により売上高が10億39百万円、セグメント利益が57百万円となりま

した。

　

　（２）財政状態の分析　

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ11億９百万円増加し、156億51百万円とな

りました。これは主に未収入金が増加したことによるものであります。 

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ14億83百万円増加し、82億74百万円となりました。これは主に支払手形・

工事未払金等が増加したことによるものであります。また、純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ

３億74百万円減少し、73億77百万円となりました。
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　（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に仕入債務が増加した

ことにより、前連結会計年度末に比べ71百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には51億65百万円（前年同

期比3.1％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得た資金は、78百万円（前年同期は３億41百万円の支出）となりました。これは主に売上債権の

増加12億22百万円、未成工事支出金等の増加１億16百万円により資金が減少したものの、仕入債務の増加15億15

百万円などにより資金が増加したためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、５百万円（前年同期は40百万円の支出）となりました。これは主に有価証券の

償還による収入１億円により資金が増加したものの、有形固定資産の取得による支出１億29百万円により資金が

減少したためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、４百万円（前年同期は３億49百万円の支出）となりました。これは主に配当金

の支払額53百万円などにより資金が減少したためであります。

 

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、23百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,640,000

計 21,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取
引所名又は登録
認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 7,694,080 7,694,080

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

 単元株式数

 1,000株

計 7,694,080 7,694,080 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－　 7,694,080 － 1,710,900 － 2,330,219

 

EDINET提出書類

株式会社テノックス(E00232)

四半期報告書

 5/20



（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社テノックス 東京都港区赤坂６－13－７ 1,023 13.30

住商セメント株式会社 東京都中央区晴海１－８－８ 432 5.61

テノックス従業員持株会 東京都港区赤坂６－13－７ 400 5.21

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 331 4.31

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 317 4.12

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２－１－１ 253 3.28

樗澤　憲行 神奈川県三浦郡葉山町 243 3.16

中川　辨三 東京都新宿区 243 3.16

小川　恭弘 高知県高知市　 227 2.95

重田　寛治 神奈川県横浜市青葉区　 223 2.90

計 － 3,696 48.04
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,023,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,638,000 6,638 －

単元未満株式 普通株式　　 33,080 － －

発行済株式総数 7,694,080 － －

総株主の議決権 － 6,638 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社テノックス

東京都港区赤坂６－

13－７
1,023,000 － 1,023,000 13.29

計 － 1,023,000 － 1,023,000 13.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,247,490 5,292,586

受取手形・完成工事未収入金等 3,831,941 4,078,915

未成工事支出金等 489,216 605,315

未収入金 ※2
 1,118,335

※2
 2,144,257

その他 361,948 232,926

貸倒引当金 △44,711 △54,853

流動資産合計 11,004,220 12,299,147

固定資産

有形固定資産 2,718,461 2,544,344

無形固定資産 25,441 26,044

投資その他の資産

その他 946,592 909,876

貸倒引当金 △132,384 △107,882

投資損失引当金 △19,954 △19,954

投資その他の資産合計 794,252 782,039

固定資産合計 3,538,155 3,352,427

資産合計 14,542,376 15,651,575
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 3,346,565 4,862,127

短期借入金 299,730 400,000

1年内返済予定の長期借入金 272,784 276,855

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

未払法人税等 39,625 10,055

未成工事受入金 47,000 73,531

引当金 124,919 84,908

その他 723,103 594,533

流動負債合計 4,873,729 6,322,011

固定負債

社債 70,000 60,000

長期借入金 504,777 620,892

退職給付引当金 604,143 629,726

役員退職慰労引当金 88,500 65,600

その他 649,578 576,308

固定負債合計 1,916,998 1,952,527

負債合計 6,790,728 8,274,539

純資産の部

株主資本

資本金 1,710,900 1,710,900

資本剰余金 2,330,219 2,330,219

利益剰余金 3,925,486 3,635,591

自己株式 △358,672 △358,672

株主資本合計 7,607,933 7,318,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,195 3,571

その他の包括利益累計額合計 7,195 3,571

少数株主持分 136,518 55,426

純資産合計 7,751,647 7,377,036

負債純資産合計 14,542,376 15,651,575
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 8,170,291 8,922,304

売上原価 7,604,147 8,281,645

売上総利益 566,144 640,658

販売費及び一般管理費 ※
 1,081,966

※
 966,852

営業損失（△） △515,821 △326,193

営業外収益

受取利息 6,655 3,820

受取配当金 4,886 4,764

仕入割引 3,885 3,112

受取賃貸料 2,599 2,831

保険返戻金 13,367 20,344

物品売却益 3,280 3,409

その他 4,629 11,288

営業外収益合計 39,303 49,572

営業外費用

支払利息 5,847 8,475

売上割引 1,021 842

為替差損 21,545 －

貸倒引当金繰入額 577 1,538

その他 3,661 224

営業外費用合計 32,654 11,080

経常損失（△） △509,172 △287,701

特別利益

固定資産売却益 62,786 17,727

貸倒引当金戻入額 78 －

特別利益合計 62,864 17,727

特別損失

固定資産処分損 1,367 3,514

投資有価証券評価損 114,407 －

減損損失 23,960 －

特別損失合計 139,735 3,514

税金等調整前四半期純損失（△） △586,043 △273,488

法人税等 △156,209 64,845

法人税等還付税額 － △20,711

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △429,833 △317,622

少数株主損失（△） △104,205 △81,092

四半期純損失（△） △325,628 △236,529

EDINET提出書類

株式会社テノックス(E00232)

四半期報告書

11/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △429,833 △317,622

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,716 △3,624

その他の包括利益合計 △7,716 △3,624

四半期包括利益 △437,549 △321,246

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △333,344 △240,154

少数株主に係る四半期包括利益 △104,205 △81,092
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △586,043 △273,488

減価償却費 330,243 295,896

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,200 △22,900

その他の引当金の増減額（△は減少） 112,011 △24,787

受取利息及び受取配当金 △11,542 △8,584

支払利息 5,847 8,475

有形固定資産除売却損益（△は益） △61,418 △14,212

投資有価証券評価損益（△は益） 114,407 －

減損損失 23,960 －

売上債権の増減額（△は増加） △35,305 △1,222,801

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △121,696 △116,099

仕入債務の増減額（△は減少） 47 1,515,561

未成工事受入金の増減額（△は減少） 379 26,530

その他 70,648 △74,834

小計 △150,260 88,754

利息及び配当金の受取額 11,474 8,758

利息の支払額 △5,847 △8,120

法人税等の支払額 △196,707 △32,002

法人税等の還付額 － 20,710

営業活動によるキャッシュ・フロー △341,340 78,100

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 26,181

有形固定資産の取得による支出 △53,167 △129,653

有形固定資産の売却による収入 45,450 48,964

投資有価証券の取得による支出 △21,030 △10,757

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

－ 100,000

貸付けによる支出 △38,895 △46,920

貸付金の回収による収入 26,663 12,078

その他 543 △5,255

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,435 △5,361

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △95,232 100,269

長期借入れによる収入 － 327,230

長期借入金の返済による支出 △119,048 △207,044

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 － △10,000

自己株式の取得による支出 △236 －

配当金の支払額 △68,041 △53,161

少数株主への配当金の支払額 △900 －

その他 △166,051 △161,418

財務活動によるキャッシュ・フロー △349,508 △4,124

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,460 2,575

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △735,744 71,190

現金及び現金同等物の期首残高 5,745,486 5,094,039

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,009,742

※
 5,165,230
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

 １．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　１　受取手形裏書譲渡高        239,125千円 　１　受取手形割引高        65,000千円

　　　受取手形裏書譲渡高        115,363千円

※２　ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

         975,705千円

※２　ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

         1,985,611千円

　３　保証債務残高　

大牟田工業団地協同組合の福岡県からの借入金のう

ち292,085千円に対し、連帯保証を行っております。

　３　保証債務残高　

(1)大牟田工業団地協同組合の福岡県からの借入金のう

ち292,085千円に対し、連帯保証を行っております。

(2)非連結子会社（TENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.）

のリース会社に対する債務残高51,564千円に対し、

債務保証を行っております。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与及び賞与 371,353千円

賞与引当金繰入額 36,883千円

退職給付費用 33,085千円

役員退職慰労引当金

繰入額
8,200千円

貸倒引当金繰入額 14,951千円

給与及び賞与 341,985千円

賞与引当金繰入額 27,420千円

退職給付費用 18,961千円

役員退職慰労引当金

繰入額
8,200千円

貸倒引当金繰入額 10,821千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 5,057,407

預入期間が３か月を超える定期預金 △47,665

現金及び現金同等物 5,009,742

 

 （千円）

現金及び預金勘定 5,292,586

預入期間が３か月を超える定期預金 △121,500

その他　 △5,856

現金及び現金同等物 5,165,230
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 66,719 10.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 53,365 8.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

建設事業

土木建築コン

サルティング

全般等事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 8,095,46739,8728,135,33934,9518,170,291 － 8,170,291

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 4,000 4,000 2,465 6,465 △6,465 －

計 8,095,46743,8728,139,33937,4168,176,756△6,4658,170,291

セグメント損失（△） △461,986△46,539△508,526△7,295△515,821 － △515,821

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントには含まれていない事業セグメントであり、建設資材販売事

業等を含んでおります。　

（注２）セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。　

（注３）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

調整額

（注１）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）

建設事業

土木建築コン

サルティング

全般等事業

建設資材

販売事業
計

売上高   　    

外部顧客への売上高 7,808,67874,0051,039,6208,922,304 － 8,922,304

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 7,808,67874,0051,039,6208,922,304 － 8,922,304

セグメント利益又は損失

（△）
△345,611△38,288 57,706△326,193 － △326,193

（注１）セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。　

（注２）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第２四半期連結累計期間では、「建設資材販売事業」は「その他」の区分に含めておりましたが、前第

３四半期連結会計期間において、「建設資材販売事業」のセグメント利益の絶対値がセグメント損失の生

じているセグメントのセグメント損失の合計額の絶対値の10％以上であったため、前第３四半期連結会計

期間より「建設資材販売事業」として区分表示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 48.81円 35.46円

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 　325,628　 　236,529　

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 　325,628　 　236,529　

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,671 6,670

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月14日

株式会社テノックス

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人
　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡山　賢治　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　和充　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テノックス

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テノックス及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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